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論文内容の要旨
各種のイミダゾール化合物がいくつかの既知方法で、之迄に合成されて来たが、それらは高価なた
め、工業原料用中間体とは考えられなかった。
著者は、単体イオウの存在下に脂肪族ジアミンとニトリルとの反応が著しく促進され、高収率で 2 ー
イミダゾリンがえられること，さらにこのイミダゾリンはギ、酸ニッケルから調製したニッケル触媒を
用いる液相脱水素反応により高収率でイミダゾールを与えることを見出した。この二つの反応を組合
せることにより多くの 2 ーおよび 2 ， 4ーイミダゾールの大量生産が可能となった。著者はこの方法で
えられる各種のイミダゾリンおよびイミダゾールを出発物質に用い、次示の一連の報文で示されるよ
うに、いくつかの型の誘導体の合成とその特性について研究を行なった。本論文は次示の一連の報文
で構成される。
方 1 報:単位イオウの作用による 2 一置換2-イミダゾリン化合物新合成法およびイオウの作用
才 2 報:イミダゾリンの接触脱水素によるイミダゾール化合物の合成
方"3 報 :N ーピ二ルイミダゾール化合物の合成とピニル化の位置
芳 4 報 :N ーシアンエチルイミダゾール化合物の合成と置換基位置の決定
才 5 報 :N ーシアンエチルイミダゾリン化合物の合成と置換基位置の決定
方 6 報:イミダゾリン一(1)ージチオカルボン酸化合物の合成
論文の審査結果の要旨
脂肪族ジアミンと種々のニトリルを硫黄を触媒として反応させ優秀な収率にてイミダゾリンを合成
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する方法を見出し、つ Jいて接触的脱水素(蟻酸ニッケル)によって一般イミダゾールに誘導する新
合成法を確立した。同君はこれにより多数の新イミダゾール誘導体をっくり、エチニル化、シアノ
エチル化などの方法を用いイミダゾール化合物の新分野を拓いた。論文は 1~6 報よりなり l 報に於
て触媒硫黄の作用と 2 一置換イミダゾリンの合成が、 2 報に於て脱水素法によるイミダゾール製法が、
3報においてアセチレンによるピニル化反応と導入かれるピニル基の位置、異性体の分離、構造決定
が、 4~5 報に於てアタリロニトリルによるシアノエチル化と 1.4 , 1.5異性体の分離、構造決定赤
外吸収、 nmr による判別法が研究され、 6 報に於てはlmidazolineー(l)-dithiocarboxylate の多くを
合成している。
以上沢君の論文はlmidagol ， lmidagolineの合成に関し新法を開拓し多数の新イミダゾール系化合物
を合成し各について性質を明らかにした。また研究の範囲は化合物の応用についてもなされており有
機合成化学に寄与するところ大きく論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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